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保育所実習における学習成果
―保育士からの学びの明確化―
［調査資料］
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Abstract
　The objectives of this study are to elucidate what students learn from on-site nursery 
teachers in nursery school practice, to investigate what should be improved in nursery 
school practice, and to examine the coordination with nursery teachers in the training 
system of students. The study method involved content analysis of reports of 51 students 
who were trained in nursery school practice. The students learned from nursery teachers 
about the support necessary for childrens growth and development and they learned about 
relationships and communication with a group of children. After receiving training from the 
nursery teachers, the students changed the way they interacted with children. There were 
only a small number of nursery teachers’reports on the direct training of students, and 
there was no report on nursing employment in the nursery school. This study enabled the 
review of goals in nursery school practice and made evident what needed to be improved in 
past training. Further study is necessary to examine the effect of nursery school practice on 
students’ understanding of roles of other professionals in their future nursing practice.
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要旨
　本研究の目的は、保育所実習で学生が現場の保育士か
ら学ぶ点を明らかにし、今後の保育所実習の改善点や、
学生指導体制における保育士との連携を検討することで
ある。研究方法は、保育所実習を実施した学生５１名の報
告書を内容分析の手法を用いて分析した。その結果、学
生は保育士から子どもの成長発達に必要な援助や子ども
集団との関係およびコミュニケーションを学習していた
ことが明らかとなった。また、保育士の指導から子ども
との関わり方を変化させていたが、保育士の学生への直
接指導の報告は少なく、保育所看護職についての報告は
ゼロであった。さらに、保育所実習の目標の見直しや事
前学習の改善点が見出せた。今後は、保育所実習を経験
したことが将来の看護実践において、他職種の役割理解
にどう影響するか検討する必要がある。
はじめに
　わが国の小児医療や小児救急体制に関わるマンパワー
の不足問題が注目され、今後も人口の減少化が進んでい
けば看護職の絶対的不足が予測される。同時に子どもの
安全・安心を支える人材も減少し、小児看護を担う人材
の育成はますます重要な課題となっていくと考える。
　看護教育では２１世紀を見据えて、看護教育のカリキュ
ラム改正が２００９年度から実施された。そのねらいは、教
育と現場のギャップを軽減させ、継ぎ目のない教育を形
成することと考える。その実現のために、看護基礎教育
の時期から包括的に医療体制を理解する上では、他職種
と連携した教育を推進していく必要があると考える。最
近の看護師と保育士の連携に関する文献研究をみると国
内の調査や実践報告がいくつかみられた１）。それによれ
ば、保育士からは遊びの支援や家族への支援などを学ん
でいたと述べられており、職種の専門性の理解不足や情
報共有の難しさが報告されていた。
　看護基礎教育における小児看護学実習は、子どもとそ
の家族を対象に健康障害時における看護を中心にした実
習が多い。健康の保持増進や疾病予防および障害を持つ
子どもの育成医療など幅広い分野での役割については演
習や見学で学習しているが、実習の環境は十分といえな
い。また、保育所実習を取り入れていても、発達理解や
遊びの支援が主で、保育所での看護職の活動や他職種と
の連携に関する学習は不十分な現状と考える。
　これまで筆者は、学生に保育所実習２日間を実施させ
てきたが、実習指導では保育士と看護職の連携にあまり
注目していなかった。また、山村２）によれば、連携に関
する研究はあまりされていないと述べられていた。保育
所実習によって子どもの理解がより深められたという報
告はあっても、保育士からの学びや保育士と看護職の連
携に注目した報告は少ないことがわかった。
　そこで、これまで実施してきた小児看護学実習の保育
所実習を振り返り、保育所実習で学習する内容の中で、
学生が現場の保育士から学ぶ点を他職種の理解の視点か
ら明らかにしたいと考えた。また、保育所実習の目標を
再検討することができたので報告する。
Ⅰ　研究目的
　保育所実習で、学生が現場の保育士から学ぶ点を明ら
かにし、今後の保育所実習の目標の検討に役立てる。
Ⅱ　研究方法
１　調査対象
　A看護短期大学の平成１６年～平成１７年に保育所実習を
実施した１７４名の学生のうち承諾を得た５１名の報告書。
２　調査方法
　調査対象としたのは、学生が保育所実習のエピソード
で印象に残った点をまとめていた報告書とした。報告書
の構成は、１．はじめに、２．見学内容、３．発達論か
らの考察、４．感想・終わりに、の４項目であった。調
査した部分は、学習内容のを具体的に示していた２．見
学内容と３．発達論からの考察の２箇所とした。
３　分析方法
　報告書の内容に「保育士」「保母」「先生」を主語とし
て記録されている文章を抽出した。抽出した記録を１文
章単位としてカードに整理して内容を調べた。メッセー
ジ分析３）を参考にして、内容の類似する文章単位を分類
しサブカテゴリーとしてまとめ、さらにサブカテゴリー
同士の関連をまとめてカテゴリーに整理した。保育所実
習の協力者に抽出した文章単位や、関連付けの妥当性を
確認してもらい、分類の信頼性を確保した。
４　倫理的配慮 
　本研究は調査協力教育機関の責任者に研究計画の承諾
を得て実施した。調査対象者には、研究の目的を説明し
成績に一切影響しないこと、記録の一部を研究に使用す
ること、個人が特定されないこと、使用後は確実に処分
すること、研究成果を学会に発表することの説明を文書
と口頭で行なった。説明は、報告書の課題提示をした際
に行い、承諾書に記入する依頼は報告書を返却する際に
実施し、承諾を得た学生の報告書のみを使用した。
Ⅲ　保育所実習の目的・目標
　保育所実習は、２週間の小児看護学実習の内の２日間
をかけて実施していた。この実習目的は「健康な乳幼児
の成長・発達を理解し、自立へ向けた日常生活行動の援
助を習得する」であった。また実習目標は、「①健康な乳
幼児の身体的、心理的、社会的な成長発達の特徴を理解
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する。②乳幼児と保育士のコミュニケーションの特徴を
捉え、積極的に乳幼児とかかわる。③地域で生活する乳
幼児の発達に応じた生活環境・生活リズムを理解する。
④成長発達の過程に応じた援助の一部を実践する。⑤乳
幼児の保育と小児保健にかかわる専門家の役割および看
護職との連携について考察する。」の５項目であった。
さらに、実習目標の各項目に具体的到達目標の視点を示
し、実習の概要にまとめて学生に渡し、説明していた。
実習記録では、保育所実習記録に、実習目標、一日の体
験記録、成長と発達の観察記録（運動機能・情緒・言語・
知的発達・遊び・関係性）を報告してもらっていた。ま
た報告書として、テーマ「保育所実習の学び」、サブテー
マを学生が自由に決め、３２００字程度にまとめたものを提
出してもらっていた。
Ⅳ　結果
　５１名の学生が記録した報告書から文章を抽出した結
果、１１５単位が抽出できた。報告書１件に当たり抽出で
きた文章単位は、０単位のものが７名、１単位のものが
１２名、２単位のものが８名、３単位のものが１０名、４単
位のものが１０名、５単位のものが１名、６単位のものが
２名、７単位のものが１名と、０～７単位の差がみられ
た。また、一人当たりの平均は２.４単位であった。
　報告書に記録された類似する学習内容を分析した結果
は表１に示したとおりで、９つのサブカテゴリー（以下
サブカテと略す）に分類された。尚、以下の報告では、
具体的記録を『　』、サブカテゴリーを「　」、カテゴリー
を【　】で表示して述べることとする。
　分類されたサブカテには、内容に合うタイトルを独自
に命名した。サブカテの単位数の多い順に単位数と具体
　　　　　　　　　　　　表１　学習内容のカテゴリー・サブカテゴリー　　　　　　　　　　N＝１１５
文章単位数学習の内容サブカテゴリーカテゴリー
３６
「能力に見合った方法を考えていた」「児自身に考える時間
をとっていた」、「発達に応じたしつけをしていた」
１）日常生活の発達
を引き出す援助
１．保育士の子ども
個々への活動
４
「毎日観察しているので言いたいことがわかる」「客観的
に観察したり、心理状態を捉えることが重要」「散歩中（中
略）全ての子どもが何をしているのか常に気を配ってい
た」
６）保育士の観察能
力
２６
「子ども同士で話をさせて仲直りさせていた」「なぜいけな
いのか理由を話し約束をさせていた」「けんかがあった場
合など、両方から言い分を聞いて仲裁に入っていた」
２）ルールへの支援
２．保育士の子ども
集団への活動
１１
「年齢の違う児と交流させていた」「遊べていない子を
ごっこ遊びの中に一緒にやるといって誘い合わせていた」
「グループが協力して（中略）どのグループが一番きちん
としているかを発表し、競争心を刺激していた」
４）集団生活への保
育活動
２２
「児が伝えたいことを表現できるように誘導していた」「肯
定的評価を多く行っていた」「わかりやすい言葉を使ってい
た」
３）子どもへのかか
わり方
３．子どもとのコ
ミュニケーション
５
「両親以外の大人である先生との関係を学ばせることであ
る。」「親と同じしつけをする役割がある」「親が子どもを育
てるように保育者自身の人間的成長がともにあると思っ
た」
５）子どもにとって
の保育士の役割
４．学生への影響
４
「泣いている子へのかかわり方をアドバイスしてくれた」
「アドバイスで子どもに対して運動を促せた」「子どもへの
表情豊かな態度を取り入れた」
８）学生が保育士の
アドバイスから学
んだこと
４
「床にごみが落ちていないか気をつけていた」「子どもに
安全な環境づくり」「目が届かない理由から使用できる遊
具を制限していた」
７）安全への配慮５．環境への働きか
け
３
「保育士の価値観や経験を知った」「保育士に反抗する子も
いた」「保育士の勤務体制を知った」
９）その他６．その他
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的記録について述べる。サブカテ１）「日常生活の発達を
引き出す援助」は３６単位、『能力に見合った方法を考えて
いた』などであった。サブカテ２）「ルールへの支援」が
２６単位、『子ども同士話をさせ仲直りさせていた』など
であった。サブカテ３）「子どもへのかかわり方」が２２単
位で、『わかりやすい言葉を使っていた』などであった。
サブカテ４）「集団への保育活動」が１１単位で、『年齢の
違う児との交流』であった。サブカテ５）｢子どもにとっ
ての保育士の役割｣は５単位で、『両親以外の大人である
先生との関係を学ばせることである』であった。サブカ
テ６）「保育士の観察能力」４単位で、『毎日観察してい
るので言いたいことがわかる』など、サブカテ７）「安全
への配慮」は４単位で『床にごみが落ちていないか気を
つける』など、サブカテ８）「学生が保育士のアドバイス
で学んだこと」４単位は、『泣いている子どもとのかかわ
り方をアドバイスしてくれた』であった。サブカテ９）
「その他」３単位で、『保育士の経験や価値観を知った、
保育士に反抗する子もいた、保育士の勤務体制を知っ
た』であった。
　次に９つのサブカテの内容には関連のある内容も見ら
れたため、関連性を分析し６つのカテゴリーに整理し
た。カテゴリーの内容には、タイトルを独自に命名し、
単位数の多い順に文章単位数と内容を整理した（図１）。
　カテゴリー１は【保育士の子ども個々への活動】で、
関連したサブカテは、サブカテ１）「 日常生活の発達を
引き出す援助」３６単位と、サブカテ６）「保育士の観察能
力」４単位で、合計４０単位であった。カテゴリー２は【保
育士の子ども集団への活動】で、サブカテ２）「ルールへ
の支援」２６単位と、サブカテ４）「集団への保育活動」１１
単位で、合計３７単位であった。カテゴリー３は【子ども
とのコミュニケーション】で、サブカテ３）「子どもへの
かかわり方」２２単位であった。カテゴリー４は【学生へ
の影響】で、サブカテ５）｢子どもにとっての保育士の役
割｣５単位と、サブカテ８）「学生が保育士のアドバイス
から学んだこと」４単位で、合計９単位であった。カテ
ゴリー５は【環境への働きかけ】で、サブカテ７）「安全
への配慮」４単位であった。カテゴリー６は【その他】
で、サブカテ９）「その他」３単位であった。
　カテゴリーの単位の割合は、カテゴリー１【保育士の
子ども個々への活動】（３５%）、カテゴリー２【保育士の
子ども集団への活動】（３２%）、カテゴリー３【子どもと
のコミュニケーション】（１９%）、カテゴリー４【学生へ
の影響】（８%）、カテゴリー５【環境への働きかけ】（３
%）、カテゴリー６【その他】（３%）であった。
Ⅴ　考察
　今回の報告書の調査は、見学内容と発達論からの考察
を取り上げ、見学の部分には「保育士」「保母」「先生」
の主語が多数あるのではないかと予測したが、文章の平
均単位は２.４単位と筆者が予想したほど多くはなく、子ど
もの成長発達について発達論を中心に考察した記録と
なっていた。これは、保育所実習の目的目標から考え
て、当然な結果といえる。
　「保育士」「保母」「先生」を主語とした学習の内容は 
予想していたよりも少なかったものの、実習現場におけ
る他職種からの学びを反映する貴重な内容であった。学
習内容で最も多かったのが、カテゴリー１【保育士の子
ども個々へ活動】であった。これは保育士の発達に応じ
た日常生活の援助方法を見学したことからの学びであ
り、食事・排泄・遊びなど、保育士による子どもへの具
体的な日常生活行動の援助を、直接みて実施もして学習
できたことであり、先行研究の成果とも一致していた１）。
次に、カテゴリー２【保育士の子ども集団への活動】で
は、対人関係のルールに関する支援、主に子ども同士の
トラブルを調整するエピソードが具体的に取り上げら
れ、子ども同士の関係を調整する技術を報告していた。
図１　保育所実習における保育士からの学び
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子どもの両方の言い分を聞くといった保育士の中立的な
立場のとり方は、文献学習ではイメージしにくく、複数
の子どもとのコミュニケーションの少ない学生にとり、
大変興味深い学びであったことが伺えた。また、カテゴ
リー３【子どもとのコミュニケーション】でも、保育士
の語りかけや、ほめ方、スキンシップの取り方を学べた
ことが報告されていた。保育所実習は、子どもとの直接
的なコミュニケーションを実習できるだけでなく、保育
士の活動を通して、発達状況による対応の違いや個別性
を考えることが学習されていたことが明らかとなった。
　一方、カテゴリー４【学生への影響】では、役割の理
解や保育士の直接指導に関する報告内容は少なかった
が、保育士の活動モデルが学生に与える直接的影響を確
認することができた。結果で述べたように、『泣いてい
る子どもとのかかわり方をアドバイスしてくれた』など
少数ではあるが、保育士の学生指導から子どもとの関わ
り方を変化させることができた学生もいたことが明らか
となった。
　学生には、保育所実習の実習目標を５つ提示してあっ
たわけだが、「②乳幼児と保育士のコミュニケーション
の特徴を捉え、積極的に乳幼児とかかわる。」は約２割が
報告していた。しかし、「⑤乳幼児の保育と小児保健に
かかわる専門家の役割および看護職との連携について考
察する。」は１割以下と少なく、保育所にいる看護職につ
いて触れた内容はゼロであった。
　松尾ら１）は、小児病棟の看護師に、保育士の役割の理
解を調査したところ、理解の不足があったと報告してい
たが、看護師の保育所実習経験との関係については述べ
ていなかった。保育所実習は他職種の役割を学ぶよい機
会であり、他職種と看護職の役割を考える機会となると
筆者は考えていたが、今回の調査では他職種の役割の理
解は十分学習できていたとはいえない結果であった。こ
れは、対象とした学生の報告書が少なく、分析の対象を
３つのキーワードに絞った方法も、分析の限界につな
がったと考える。また、学生に提示した実習目標に役割
を考える内容をもっと具体的に挙げてあれば違う結果と
なったと考える。たとえば、カテゴリー５【環境への働
きかけ】は、実習目標に具体的に示されていなかった。
さらに、看護職と保育士が協力する活動についても学生
は情報不足であったと考える。今後は、これらの問題を
改善し、保育所実習を経験したことが、将来の看護実践
において、保育士などの他職種の役割の理解にどのよう
な影響を及ぼすか検討していくことも必要と考える。以
上、今回の調査から保育所実習での保育士からの学びを
明確化するとともに、実習目標の内容に関する課題を見
出すことができた。
Ⅵ　結論
　学生は、保育士の活動から子どもの成長発達に必要な
援助や子ども集団の調整およびコミュニケーションにつ
いて具体的に学んでいた。また、保育士の学生指導から
子どもとの関わり方を変化させることができ、学生は保
育所実習に満足したことが報告されていたが、保育士の
学生への直接指導の報告は少なかった。保育所実習目標
の見直しや事前学習の改善点が見出せた。今後は、保育
所実習を経験したことが、将来の看護実践において、保
育士の役割理解にどのような影響を及ぼすか検討してい
くことも必要と考える。
Ⅶ　今後の課題
　学生の報告書の分析からでは、他職種の理解について
は一部の文章の抽出がやっとであり分析の限界があっ
た。また保育士からの学生指導がどの程度行われたかは
不明確であった。今後は、学生と保育士両者への調査を
含め全体を明らかにする必要がある。尚、本研究は第８
回日本小児看護学会で発表した内容をまとめたものであ
る。
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